
香川大学・医学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６２０１

若手研究(B)

2019～2016

若年労働者を対象とした自己複雑性プログラムの効果の検討

Examination of the effect of self-complexity program for young workers

７０６３６０９２研究者番号：

川人　潤子（Kawahito, Junko）

研究期間：

１６Ｋ２１５３９

年 月 日現在  ２   ６   ６

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は，自己複雑性と抑うつ，プレゼンティズムならびにエンゲイジメントとの
関連を明らかにし，若年労働者の抑うつを改善するWeb上で実施できるプログラムを開発することを目的とし
た。
　若年労働者を対象とした研究の結果，抑うつの緩衝要因である肯定的自己複雑性や抑うつの増悪要因である否
定的自己複雑性への働きかけにより，抑うつおよびプレゼンティズムの低減に影響する可能性が示唆された。こ
れらのことから，抑うつやプレゼンティズムの予防において，肯定的な自己複雑性を高め，併せて否定的な自己
複雑性を低める心理療法や心理教育が重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to clarify the relationship between 
self-complexity and depression, presentism, and engagement, and to develop a program on the web to 
improve depression among young workers. 
　As the result of this study of young workers, it is possible that the influence of positive 
self-complexity, which is a buffering factor for depression, and negative self-complexity, which is 
an exacerbating factor of depression, might affect the reduction of depression and presentism. These
 findings suggest that psychotherapy and psychoeducation that increase positive self-complexity and 
reduce negative self-complexity are important in the prevention of depression and presentism.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果から，自分自身の肯定的な面を意識し，否定的な面を意識した上で肯定的解釈を行うことによ
り，抑うつやプレゼンティズムの悪化を予防しうることが確認された。
　また，オンラインで聴講可能な心理教育を作成したことにより，若年者が好きな時間に，スマートフォンなど
のポータブル機器で気軽に参加可能な抑うつ予防プログラムの可能性を提案することができた。こうした抑うつ
の予防的効果により，広くはうつ病患者の減少による医療や福祉面での経済面のコスト削減が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
抑うつに関連する認知的変数として、自己複雑性（self-complexity；Linville, 1985）という自己

概念がある。この概念は、自己知識に関する構造で、自己側面（役割、人間関係、活動等）の数
が多く、またそれらの自己側面がより分化している場合に自己複雑性が高くなる。認識している
自己側面の数が多く、分化していれば、否定的出来事から生じる抑うつが自己側面全体に及ばな
いと考えられる。 
これまでに、Hershberger（1990）を元に川人他（2010）が開発した大学生を対象とした自己複

雑性に関する抑うつ低減プログラムでは、抑うつの緩衝要因とされている肯定的な自己複雑性
が高まると、プログラム終了 2 週間後のうつ感情が低減することを明らかにした。そして、効果
検討等の改良を加えた肯定的自己複雑性を高めるプログラムを再開発の上、大学生を対象に無
作為比較試験による効果の検討を行った。この結果、肯定的自己複雑性が高まると、プログラム
終了 3 か月後の満足感が向上し、6 か月後の抑うつが低減することが確認された。 
さらに、これらの成果を踏まえて、長期間に及ぶ効果検討等の改良を加えた肯定的自己複雑性

を高めるプログラムを再開発し、大学生を対象に無作為比較試験による効果の検討を行った。こ
の結果、肯定的自己複雑性が高まると、プログラム終了 3 か月後の満足感が向上し、6 か月後の
抑うつが低減した。また、肯定的自己複雑性を高めるプログラムを改善し、うつ病の診断を受け
た 40 代の労働者 1 名に注目して経過を報告した（川人、2012）。この結果、肯定的自己側面の数
が増え、抑うつが低減した。 
以上の結果から、大学生を対象とした抑うつを低減する自己複雑性プログラムの効果はいく

らか確認された。一方のうつ病に罹患した労働者の研究では、肯定的自己側面の記述数が増えた
ものの、事例報告のため、労働者へのプログラムの効果の一般化には限界があるといえる。そこ
で、本研究では、大学生と年齢的に近い若年労働者を対象とし、プログラムの効果を検証するこ
とにした。 
労働者を対象とした自己複雑性に関する研究として、自己複雑性に加えて、出勤している労働

者の健康問題による労働遂行能力の低下を示す状態であるプレゼンティズム（presenteeism）や
仕事に関連するポジティブで充実した心理状態であるエンゲイジメント（engagement）との関連
が報告されている（Garczynski et al., 2013）。印米の文化比較の結果、インド人労働者は、自己複
雑性とプレゼンティズムやエンゲイジメントとの関連が低いことが示されている。一方、アメリ
カ人労働者は、自己複雑性が低ければ、プレゼンティズムが低く、エンゲイジメントが高いこと
が示されている。労働者の自己複雑性と健康状態の関連には文化や社会背景が影響していると
考えられるため、日本人労働者の自己複雑性と抑うつ、プレゼンティズムならびにエンゲイジメ
ントの関連を検証し、プログラムの再開発を行う。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、自己複雑性と抑うつ、プレゼンティズムならびにエンゲイジメントとの関連を明

らかにし、若年労働者の抑うつを改善する Web 上で実施できるプログラムを開発することを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 
（1）研究 1  
インターネット調査会社に登録している全国の 20-29 歳の労働者 300 名を対象に Web 調査を

実施した。そして、自己複雑性と抑うつ、プレゼンティズムならびにエンゲイジメントとの関連
を検討した。 
 
（2）研究 2  

Web 上で実施できる自己複雑性に関する抑うつ低減プログラムを開発し、若年労働者 42 名を
対象に実施し、自己複雑性の操作が抑うつ、プレゼンティズムならびにエンゲイジメントにどの
ような影響を及ぼすかを検討した。 
 
４．研究成果 
 
（1）研究 1 
 Web 調査の結果をもとに、健康問題有りの者（198 名）に関して、共分散構造分析を行った。
すると、肯定的自己複雑性からエンゲイジメントへの正の関連が認められ、さらに抑うつへの負
の関連が認められた。また、否定的自己複雑性からプレゼンティズムおよび抑うつへ負の関連が
認められた（図 1）。 
 
 
 



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

**p<.01, *p<.05  

 

図 1 若年労働者のうち，健康問題有りの者の共分散構造分析の結果 

 
（2）研究 2 
 研究 1 の結果より、肯定的自己複雑性を高め、否定的自己複雑性を低める Web プログラムを
開発し、介入群と統制群に割り付けた。 
 その結果、自己複雑性に関する数値については、介入群では介入 1 か月後まで肯定的自己複雑
性が増加した。一方、統制群では、肯定的自己複雑性の数値が介入 1 か月後までなだらかに低下
した。また、否定的自己複雑性の数値は、全期間に渡って、統制群よりも介入群の数値が低く、
介入群では直後に上昇し、介入 1 か月後には直前のレベルに戻った。抑うつ得点に関しては、介
入群はなだらかに減少した。統制群は、2 週間後には抑うつ得点が微増し、介入 1 か月後に介入
直前のレベルへ戻った（図 2）。また、プレゼンティズム得点は、介入群が直前から直後に低下
し、その後そのレベルを維持した（図 3）。一方のエンゲイジメント得点は、いずれの時期にお
いても、介入群と統制群の間に大きな差は認められなかった。 

 

図 2 抑うつ得点の変化  
 

 

図 3 プレゼンティズム得点の変化 
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以上のように、本研究では、若年労働者を対象とした Web 上で実施できる抑うつ低減プログ
ラムを開発ならびにその効果を検証した。その結果、肯定的自己複雑性ならびに否定的自己複雑
性を操作することにより、抑うつ及びプレゼンティズムが低下する傾向が確認された。しかしな
がら、エンゲイジメントへの効果は認められなかった。 
本研究から、抑うつやプレゼンティズム増悪の予防には、肯定的な自己認知を高め、否定的な

自己認知を低める必要が示唆された。 
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